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お わ り に
　基礎の分野でも口腔癌を対象とした癌幹細胞ある
いは mRNAの研究に関連した演題が少なからず見
受けられました。発生頻度は極めて低いものの今後
口腔癌の領域でも分子生物学的側面で他臓器同様更
なる解明が進むものと思われました。アジアを中心
とした口腔癌の罹患率の高い地域から近年エビデン
ス性の高い臨床データが発信されています。私たち
日本人も世界にアピール出来るデータを積み重ねる
必要があると痛感しました。
　最後にこのような学会に参加する機会を与えてい
ただき講座をはじめ多くの皆様に深く感謝いたしま
す。
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開 催 概 要
　大　　会 :  Neuroscience 2011 （第 41回北米神経科
学学会大会）
　会　　場 :  The Walter E. Washington Convention 
Center in Washington, DC
　開催期間 : 2011年 11月 12日～11月 16日
は じ め に
2011年 11月 12日～11月 16日に、ワシントン
DCで開催された Neuroscience 2011に参加して研究
成果を発表する機会をいただきましたので、ご報告
申し上げます。
北米神経科学学会大会は、アメリカ合衆国・カ
ナダを始めとして世界各国から神経科学分野の第一
人者が参加する世界最大規模の神経科学学術集会で
あり、Neuroscience 2011には 32,000人以上の参加
者があり、16,000以上の演題登録が発表されました。
私にとっては初めての国際学会発表であり、これま
でに発表を行った国内学会と比較しての想像をはる
かに超えた会場の大きさや参加者の多さに驚く中、
研究成果をポスターで 4時間発表し、多数の海外の
研究者と研究結果について討議して、批判を仰ぎ、
非常に有意義な体験となりました。
目　　　的
　研究成果「Dynamin isoform selective and activity 
dependent vesicle recycling in sympathetic neurons」を
ポスター形式で発表して批判を仰ぎ、研究をさらに
発展させる。また、演題発表だけではなく、脳・神
経系に関する最新の情報収集や海外の研究者との交
流により得た知見を今後の研究遂行に役立てる。
学会参加報告
　私が今回発表したのは、末梢神経系におけるダイ
ナミンアイソフォームの役割についての研究成果で
す。神経と神経の接合部であるシナプスでは、神経
伝達物質を放出したシナプス小胞が神経終末膜から
取り込まれて再利用（エンドサイトーシス）されて
おり、シナプス活動に依存した小胞再利用経路は、
速いエンドサイトーシスと遅いクラスリンコート小
胞エンドサイトーシスに大別されています。私が研
究している神経終末蛋白のひとつであるダイナミン
は形質膜から取り込まれる小胞を切断する蛋白質で
あり、1、2、3と名付けられた 3種類のアイソフォー
ムが確認されています。各ダイナミンアイソフォー
ムの役割が中枢神経系での小胞再利用経路において
報告されていますが、末梢神経系での機能解析は未
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だなされていません。そこで、私は、交感神経細胞
に蛋白合成を阻害する siRNAを導入して各アイソ
フォームの発現量を減じたシナプスでの神経情報伝
達変化を解析して、各アイソフォームの役割を検討
してきました。実験は、シナプス前神経の活動電位
発火パターンに応じたシナプス後細胞の電気応答を
記録する電気生理学的解析手法を用いました。私が
3年間解析した結果、① ダイナミン 1がクラスリ
ンコート小胞エンドサイトーシスに、ダイナミン 3
が速いエンドサイトーシスに選択的に関わり、ダイ
ナミン 2が両者に関わること、② ダイナミン 1を
介する小胞再利用経路は、活動電位発生後に 0.05-5
秒のタイムウインドウを持って活性化されること、
③ 頻回シナプス活動中には、ダイナミン 3を介す
る小胞再利用経路だけでなく、ダイナミン 1を介す
る経路も活性化されること、④ 頻回シナプス活動
後には、ダイナミン 1を介する小胞再利用経路が活
性化されることを突き止めました。交感神経細胞で
の小胞再利用経路を駆動する各ダイナミンアイソ
フォームは、中枢神経系で報告された役割とは異な
り、シナプス活動に応じてダイナミン 1、2、3が独
自に機能を果たしています。
　これらの研究成果のポスターを発表したところ、
4時間の発表時間中、同じ研究分野の研究者が途切
れることなく多数訪れて質問や批判をしていただく
ことができたため、質疑応答の練習だけではなく、
研究内容をより深く解釈することができました。例
えば、発表で指摘された内容の一つに、「小胞エン
ドサイトーシスの起こる速度が数十ミリ秒のタイム
コースでは速すぎるのではないか」というものがあ
ります。シナプス小胞回収による膜容量変化や小胞
内に取り込ませた色素の測定によるエンドサイトー
シスの時間は、速い小胞エンドサイトーシスは数秒、
クラスリンコート小胞エンドサイトーシスでは約 1
分かかることが知られています。ところが、私の実
験結果では、数十ミリ秒でエンドサイトーシスが起
こることを示しておりました。私の用いた電気生理
学的測定方法では、エンドサイトーシスを直接観察
したのではなく、エンドサイトーシスされた小胞が
活動電位の発生に応じて神経伝達物質放出可能な部
位に充填される経路をシナプス後電位振幅の変化と
してモニターしていますので、数十ミリ秒のタイム
コースで観察されたシナプス応答変化は、形質膜か
らの小胞再取り込みから神経伝達物質放出可能な部
位に小胞が充填されるまでにかかる数秒から 1分と
いった時間ではなく、活動電位の発生に応じて神経
伝達物質を放出した部位に次の活動電位に応じて使
用可能な小胞が充填される時間を反映します。この
ことを質問者に対して説明したのですが、英語では
十分に伝えることが難しく、英語上達の必要性を今
回の学会発表で強く実感しました。さらに、エンド
サイトーシスを観察する実験手法が異なればタイム
コースも異なることを学会中に学び、この質問に関
連して研究内容の理解を深めることができました。
　また、北米神経科学学会大会においても臨床系の
研究発表が多くなっているとのことですが、まだ基
礎研究の演題も多く、特に国内学会では少ないダイ
ナミンに関する研究発表を直接聴く有意義な機会と
なりました。ダイナミンがシナプス小胞融合時の開
口制御に関与することや、CSP-Įがダイナミンを介
する小胞再利用に関与することが同じセッションで
報告されており、自分が知らなかった新しい知見を
得ると同時に、3種のダイナミンアイソフォームの
機能解析を行った報告は他になく、自分たちの研究
が重要であることを再確認できました。
お わ り に
　北米神経科学学会大会において、研究成果を英語
で発表して海外の研究者と討論することにより、神
経科学分野の最新の知見や自分の研究に関連する情
報を直接得ることができました。これは、研究室で
実験を行ったり、インターネット経由で論文を手に
入れたりするだけでは得られない貴重な情報である
うえ、直接研究者とコミュニケーションを取ること
で研究者同士のつながりを得る重要な機会となりま
した。現在、発表した研究成果を論文にまとめて投
稿準備中であり、今回得た知見を更なる研究遂行に
役立てていきたいと考えています。
　最後に、このような学会に参加する機会を与えて
くださり、多大なご協力をいただきました細胞生理
学講座をはじめとする多くの関係者の皆様に深く感
謝申し上げます。
